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様
に
な
り
ゆ
く
。

時
は
、
別
天
地
の
思
い
な
り
。

人
の
好
意
の
お
蔭
に
て
、

一
工
員
と
し
て
出
征
す
る
迄
お
世
話
に
な
る
。

の
生
活
は
、
親
が
没
す
る
ま
で
続
く
。

私
が
も
の
心
つ
く
頃
は
、
昭
和
恐
慌
の
時
代
に
し
て
、
生
い
立
ち
は
札
幌
に
て
、
記

憶
に
あ
る
の
は
、
五
オ
の
頃
、
雪
の
カ
マ
ク
ラ
に
て
の
遊
び
、
又
、
橋
に
乗
せ
て
貰
う

此
の
頃
、
東
京
を
中
心
に
震
災
の
後
、
復
興
に
好
景
気
に
湧
く
の
で
、
父
は
一
足
先

突
然
或
る
日
、
高
所
よ
り
広
い
畳
を
見
下
ろ
し
て
い
た
私
は
、
飛
び
下
り
た
い
気
持

ち
に
な
る
が
、
あ
と
に
し
て
思
え
ば
、
青
函
連
絡
船
上
で
の
事
と
思
え
る
。

汽
車
の
旅
、
子
供
に
は
誠
に
い
や
な
出
来
事
と
し
て
の
思
い
な
り
。
上
野
駅
に
は
夜

半
に
着
き
、
迎
え
の
父
の
案
内
に
て
、
千
葉
県
船
橋
市
の
一
隅
に
落
ち
着
き
、
此
ヽ
で

貧
し
さ
と
は
、
己
れ
の
希
望
も
捨
て
ね
ば
な
ら
ず
、
小
六
卒
に
て
他
人
の
世
話
に
な

る
之
か
ら
の
人
生
と
は
些
事
に
も
心
掛
け
、
早
朝
よ
り
夜
半
ま
で
の
附
合
な
る
が
、
兄

弟
子
の
言
葉
に
さ
A

え
ら
れ
水
に
馴
れ
ん
も
の
と
の
努
力
も
、
次
第
に
見
い
だ
さ
れ
る

当
時
の
休
日
は
、
盆
、
正
月
、
年
に
二
日
し
か
無
く
、
当
日
は
早
朝
よ
り
浅
草
に
行

き
、
終
電
車
頃
ま
で
目
一
杯
、
日
頃
の
苦
し
さ
を
ぬ
ぐ
う
。
可
様
な
日
に
し
て
も
、

今
も
心
に
残
る
の
は
、
降
雪
の
夜
半
、
人
々
の
叫
び
声
に
て
起
き
、
見
ん
も
の
と
外
に

出
る
と
、
消
防
団
の
人
達
の
止
め
に
朝
行
く
と
、
六
本
木
の
坂
に
バ
リ
ケ
ー
ド
が
あ
り
、

一
般
人
に
は
近
づ
け
な
い
雰
囲
気
が
漂
う
中
、
彼
等
は
赤
坂
の
山
王
ホ
テ
ル
に
立
て
籠

も
る
も
、
食
事
の
不
足
を
気
付
く
婦
女
子
の
好
意
に
依
り
、
あ
ら
ゆ
る
方
法
に
て
運
び

事
件
も
終
わ
り
、
平
日
の
暮
ら
し
の
中
、
満
州
に
出
兵
す
る
兵
へ
の
、
町
内
会
よ
り

何
度
と
見
送
り
が
続
く
こ
の
頃
よ
り
品
物
が
不
足
し
始
め
、
次
第
に
高
騰
を
始
め
て
い

く
現
象
と
な
る
。
此
の
時
突
然
、
弟
が
現
わ
れ
、
父
が
工
事
中
怪
我
を
し
入
院
す
る
も
、

労
済
も
今
す
ぐ
に
は
入
ら
ぬ
の
で
何
と
か
し
て
ほ
し
い
、
と
言
わ
れ
て
も
、
私
の
持
ち

合
わ
せ
の
金
子
に
て
は
賄
え
る
事
で
も
な
く
、
主
人
と
相
談
の
上
、
積
立
金
を
渡
す
羽

目
と
な
り
、
此
の
時
、
主
家
よ
り
絶
縁
さ
れ
も
と
の
で
だ
し
に
も
ど
る
そ
ん
な
時
、
見
か
ね

た
本
家
の
人
達
よ
り
何
か
と
温
情
の
あ
る
就
職
話
が
あ
れ
ど
、
十
代
の
考
え
で
は
、
人

の
愛
よ
り
親
の
愛
と
思
い
、
家
に
戻
れ
ば
そ
こ
は
、
貧
し
さ
渦
巻
く
渦
中
に
て
、
私
の

持
ち
物
、
貯
金
ま
で
取
ら
れ
ほ
う
り
出
さ
れ
ま
じ
き
有
様
な
り
。

仕
方
な
く
、
も
と
主
家
の
得
意
先
な
る
天
幕
工
場
を
尋
ね
身
を
寄
せ
る
様
に
な
る
。

こ
の
頃
の
船
橋
の
海
は
、
今
と
違
い
遊
ぶ
場
所
と
し
て
は
最
適
で
、
産
物
な
ど
豊
富

に
取
れ
た
の
で
、
閑
が
あ
れ
ば
一
人
で
行
く
か
、
幼
馴
染
と
連
立
っ
て
の
日
を
過
ご
す

昨
今
に
て
は
海
も
縁
遠
く
、
作
業
所
に
て
の
エ
具
の
手
入
れ
な
ど
に
て
過
ご
す
。

に
伝
手
を
求
め
船
橋
に
居
住
す
る
。

遊
び
は
、
今
に
し
て
も
心
の
底
に
残
る
。

込
ま
れ
る
も
、
尚
、
不
足
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

戦

争

と

兵

士

の

回

想

相

田

利

夫
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気
込
み
に
て
訓
練
に
出
る
。

私
が
考
の
中
、
食
は
生
き
て
行
く
手
段
な
る
が
、
心
に
貧
困
を
植
え
付
け
ら
れ
な
ば
、

之
は
生
き
た
化
石
同
然
で
あ
る
。
人
は
育
つ
時
に
於
て
父
母
の
愛
情
を
受
く
。
之
が

独
立
心
を
強
め
、
社
会
に
出
た
時
心
の
バ
ネ
と
な
り
、
い
か
様
な
る
苦
し
み
も
乗
り
越

え
、
立
ち
向
う
と
思
っ
。

十
八
年
二
月
初
旬
、
神
宮
外
苑
の
近
く
に
あ
る
東
部
三
部
隊
に
入
隊
し
た
。
私
達
は

中
旬
、
品
川
よ
り
汽
車
に
て
中
支
那
行
き
の
途
に
着
く
。
食
事
は
、
途
中
指
定
さ
れ
た

駅
に
て
受
け
と
り
、
各
自
、
分
配
さ
れ
つ
つ
博
多
に
着
き
、
こ
こ
よ
り
船
に
て
釜
山
に

着
く
が
、
之
よ
り
汽
車
に
て
朝
鮮
半
島
を
縦
断
す
る
時
、
北
鮮
に
て
リ
ン
ゴ
の
差
し
入

れ
が
あ
り
、
何
と
も
心
の
中
に
感
動
が
渦
巻
く
。
中
国
に
入
る
と
船
を
利
用
し
つ
つ
、

大
湖
の
ほ
と
り
の
宜
興
の
町
に
着
く
。
宿
舎
は
民
家
を
改
造
し
た
家
で
、
ラ
ン
プ
と
の

附
合
が
半
月
程
あ
り
、
こ
の
間
は
市
内
見
学
、
又
、
市
外
に
出
て
、
大
湖
の
ほ
と
り
に

て
一
服
す
る
時
は
、
何
と
も
言
え
ざ
る
心
地
な
り
。

初
年
兵
教
育
時
代
の
宿
舎
は
接
収
し
た
四
階
建
て
の
建
物
に
て
、
之
に
教
育
者
が
つ

く
。
こ
う
な
る
と
今
迄
と
は
か
わ
り
、
早
朝
よ
り
寝
る
迄
、
訓
練
、
訓
練
の
明
け
暮
れ

に
て
心
休
ま
る
暇
も
な
い
。
此
こ
で
の
難
関
は
腹
が
へ
る
事
で
、
食
事
が
終
れ
ば
最
早
、

空
腹
状
態
で
あ
る
。
今
に
し
て
思
え
ば
、
陶
器
の
町
に
て
風
光
明
媚
な
る
処
に
し
て
も
、

観
賞
す
る
で
も
な
く
、
思
い
は
喰
う
事
、
寝
る
事
に
執
着
す
る
、
誠
に
情
け
な
き
限
り

で
あ
る
と
思
う
。

朝
六
時
に
起
き
れ
ば
、
点
呼
後
、
駈
足
に
て
近
郊
を
廻
る
。
戻
る
な
り
兵
器
の
手
入

れ
、
掃
除
、
洗
濯
、
食
事
の
支
度
、
食
事
の
後
片
付
け
、
演
習
の
支
度
、
何
を
な
す
に

も
一
日
中
駈
足
に
て
暮
ら
す
。
夜
半
に
も
交
替
に
て
、
不
寝
番
の
任
務
が
廻
り
来
く
の

で
、
寝
不
足
に
な
り
や
す
い
状
態
で
あ
り
、
又
、
時
に
依
り
非
常
呼
集
の
ラ
ッ
。
ハ
が
鳴

り
渡
り
、
暗
や
み
の
中
、
手
さ
ぐ
り
に
て
身
仕
度
を
整
え
、
訓
練
に
遅
れ
ま
い
と
の
意

つ
つ
、

り
て
質
素
と
も
受
け
と
ら
れ
る
奥
行
き
の
深
さ
に
感
銘
を
受
く
。

可
様
な
日
A

に
も
、
仲
間
同
志
出
し
抜
か
れ
ま
い
と
の
思
い
は
あ
ろ
う
。
皆
、
必
死

に
暮
ら
す
日
A

に
て
も
、
大
湖
の
ほ
と
り
雑
草
地
に
て
の
演
習
は
、
広
A

と
し
た
景
色
、

一
時
の
草
い
き
れ
は
、
幼
い
頃
の
思
い
出
が
俊
な
く
頭
の
中
を
横
ぎ
る
。
初
年
兵
教
育

新
兵
の
中
に
は
、
地
位
も
あ
る
方
も
居
た
様
な
れ
ど
、
年
の
差
は
如
何
と
も
至
難
く
、

何
時
も
班
長
に
文
句
を
言
わ
れ
る
許
り
に
て
、
私
達
の
集
い
の
時
な
ど
、
あ
の
野
郎
、

可
様
な
日
A

に
も
検
閲
が
廻
り
来
た
り
て
、
八
月
半
端
、
上
海
近
郊
に
於
て
一
週
間

に
亘
り
行
わ
れ
、
終
了
後
、
中
隊
に
戻
る
と
特
殊
教
育
と
の
事
に
て
、
大
隊
の
近
く
に

あ
る
野
戦
倉
庫
に
て
教
育
を
受
く
も
、
此
処
で
の
任
務
は
、
大
隊
の
衛
兵
と
野
戦
倉
庫

内
の
不
審
番
兼
門
営
、
あ
と
は
古
参
兵
に
な
ぐ
ら
れ
る
丈
の
事
に
し
て
教
育
な
ど
な
し
。

こ
の
野
郎
、
時
が
変
わ
れ
ば
何
時
の
日
か
殴
り
返
し
て
や
ろ
う
と
思
う
心
は
あ
れ
ど
、

今
は
致
し
方
も
な
く
、
胸
中
に
秘
す
丈
な
り
。

此
処
に
て
、
も
と
将
介
石
の
別
荘
を
見
る
廊
下
は
、
石
に
彫
刻
を
し
た
回
廊
景
色
に

合
わ
せ
た
建
物
の
様
式
、
た
だ
た
だ
、
恐
れ
い
る
許
り
に
て
豪
華
な
る
が
、
見
方
に
依

特
殊
教
育
も
終
わ
り
中
隊
に
戻
る
と
、
再
編
成
に
て
、
之
依
り
奥
地
に
入
る
。
行
軍

よ
り
舟
を
利
用
し
て
の
移
動
が
主
と
し
て
、
途
中
、
友
軍
に
よ
る
食
事
の
支
給
を
受
け

る
。
せ
ま
い
運
河
が
多
け
れ
ど
、
時
に
は
湖
の
上
を
行
く
時
な
ど
は
、
景
色
を
見
渡
し

一
時
の
我
が
身
の
幸
せ
を
思
い
つ
つ
、
晴
ば
れ
と
し
た
心
地
と
な
り
ゆ
く
。

落
ち
着
い
た
処
は
、
安
微
省
銅
陵
県
銅
陵
鎮
と
い
う
町
の
は
ず
れ
に
あ
る
、
大
隊
の

護
衛
中
隊
と
し
て
の
任
務
な
り
。
月
に
一
、
二
回
位
の
討
伐
の
他
は
、
雑
用
に
追
わ
れ

日
を
過
ご
す
。
此
の
頃
に
な
り
、
や
っ
と
我
が
身
に
も
心
を
持
つ
様
に
な
れ
ど
、
何
と

言
っ
て
も
、
下
世
話
に
将
校
商
売
下
士
官
道
楽
兵
は
、
其
の
日
の
さ
ぼ
り
得
な
ど
と
申

せ
、
上
よ
り
何
か
と
用
件
あ
り
て
心
休
ま
る
時
は
な
い
。
此
処
で
は
、
日
曜
は
外
出
が

何
と
一
本
気
で
融
通
の
付
か
ね
え
野
郎
、
と
気
を
晴
ら
す
依
り
道
も
な
い
。
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敵
陣
地
は
、
直
線
に
て
三
里
位
先
な
る
が
、
八
月
十
三
、
四
日
頃
、
夜
間
も
提
灯
を

と
や
ら
に
漂
う
。

四
方
山
話
の
終
わ
り
に
彼
は
、

「
日
本
は
、
石
油
を
手
に
す
る
事
が
出
来
る
で
し
ょ

う
か
い
、
曲
が
り
角
が
多
く
あ
れ
ば
致
し
方
も
な
い
。
」
と
の
言
い
訳
に
て
言
葉
を
に

目
的
も
わ
か
ら
ぬ
作
戦
も
ど
う
に
か
終
局
を
告
げ
、
半
月
後
、
宿
舎
に
戻
る
も
敵
の

反
撃
が
予
想
さ
れ
、
一
部
の
人
は
歩
哨
に
出
る
。
此
の
後
、
数
回
の
討
伐
の
後
、
任
務

変
更
に
て
陣
地
勤
務
に
着
く
。
他
の
中
隊
と
の
入
れ
替
わ
り
に
て
、
大
隊
依
り
七
里
＜

ら
い
先
に
あ
る
、
揚
子
江
沿
岸
の
大
通
鎮
の
町
は
ず
れ
に
中
隊
を
置
き
、
三
里
程
先
に

小
隊
を
置
き
陣
地
勤
務
に
着
く
。
最
初
の
陣
地
は
、
登
る
の
に
一
日
か
か
る
。
途
中
に

給
水
係
の
民
家
が
あ
り
、
頂
上
は
虫
け
ら
一
匹
も
い
な
い
有
様
に
て
、
無
の
山
な
り
。

何
か
所
か
あ
る
陣
地
の
中
で
、
私
が
好
ん
だ
青
山
（
チ
ン
ザ
ン
）
と
申
す
陣
地
、
登
る

の
に
半
日
以
上
要
す
れ
ど
、
何
と
い
っ
て
も
此
処
の
朝
は
最
高
な
り
。
漆
黒
の
帳
が
う

す
れ
行
く
中
に
あ
る
我
が
身
は
、
雲
海
の
中
に
し
て
雲
霧
と
な
る
に
つ
れ
、
他
山
が
幻

の
様
に
浮
か
び
上
が
り
、
朝
日
が
さ
す
迄
は
最
高
の
も
て
な
し
に
て
、
我
、
只
々
仙
境

に
て
は
解
釈
仕
様
も
な
く
、
只
A

う
な
ず
く
だ
け
な
り
。

ご
す
。 目
的
地
が
近
づ
い
て
き
た
頃
、
仲
間
が
現
わ
れ
、

な
い
様
に
し
、
背
後
の
戦
友
の
有
無
に
気
を
使
う
。

「
お
い
、
大
分
減
っ
た
な
。
」
「
そ

許
さ
れ
る
の
で
、
友
と
町
に
行
き
最
大
の
娯
楽
、
飲
食
に
一
生
懸
命
励
む
。

秋
に
な
っ
た
頃
、
作
戦
の
話
が
あ
り
、
揚
子
江
の
向
い
側
に
出
兵
す
る
。
私
の
目
に

入
っ
た
状
況
何
か
大
隊
本
部
あ
た
り
よ
り
、
治
安
が
良
い
様
に
思
え
る
。
、
乏
し
い
頭
の

中
で
は
命
令
を
順
守
す
べ
し
と
の
心
根
な
れ
ど
、
作
戦
も
終
わ
り
の
頃
、
突
然
、
捕
虜

護
送
の
任
務
を
受
け
見
た
時
、
女
性
が
多
い
の
に
驚
く
。
四
、
五
人
先
に
眼
を
や
っ
た

時
、
赤
ん
坊
を
抱
い
た
婦
人
の
う
っ
た
え
る
様
な
眼
差
し
を
、
身
体
で
受
け
止
め
た
私

は
、
何
と
も
言
え
ざ
る
気
持
ち
に
な
り
、
思
わ
ず
背
後
を
振
り
返
り
、
戦
友
の
有
無
を

確
か
め
、
女
性
達
に
向
い
急
い
で
逃
げ
る
様
指
示
を
出
す
。
曲
が
り
角
に
て
は
、
見
え

持
ち
山
を
上
下
し
て
い
る
の
が
当
方
よ
り
判
別
で
き
、
此
の
分
に
て
は
近
い
内
、

反
攻
が
あ
ろ
う
か
と
思
案
中
、
十
五
日
夜
、
中
隊
よ
り
終
戦
と
陛
下
の
玉
音
が
流
れ
、

守
せ
よ
と
命
令
も
入
る
。

一
か
月
余
り
過
ぎ
た
日
、
中
隊
に
戻
っ
た
私
達
は
、
今
迄
と
違
う
心
地
に
て
身
の
廻

り
の
整
理
を
行
い
な
が
ら
、
此
の
先
、
如
何
様
な
運
命
が
待
つ
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

日
曜
な
れ
ど
、
外
出
許
可
も
不
要
に
て
皆
自
由
に
町
に
出
て
い
く
。
私
も
友
と
連
れ

立
っ
て
、
飲
食
目
的
に
て
町
に
行
き
、
飲
食
店
に
入
ろ
う
と
す
る
時
、
入
口
近
く
に
見

な
れ
ぬ
将
官
が
陣
取
っ
て
お
り
、
店
内
は
何
か
今
迄
と
は
違
う
雰
囲
気
が
漂
う
が
、
飲

食
目
的
な
ら
別
に
変
わ
り
も
あ
る
ま
い
と
思
い
、
友
と
酒
を
飲
み
出
し
て
い
る
時
、
将

官
が
誰
か
東
京
依
り
来
た
人
と
、
再
三
の
問
い
合
わ
せ
に
も
返
事
が
な
い
。
隣
席
の
よ

し
み
も
あ
り
私
が
返
事
を
す
る
と
、
彼
は
神
田
を
知
っ
て
い
る
。
え
A

、
彼
は
英
国
に

留
学
後
、
モ
ス
ク
ワ
の
マ
ル
ク
ス
レ
ー
ニ
ン
研
究
所
に
て
勉
学
中
、
近
衛
内
閣
の
呼
び

か
け
に
応
じ
来
日
、
神
保
町
の
古
本
屋
の
二
階
に
下
宿
し
、
上
智
大
学
に
通
い
、
日
曜

は
ニ
コ
ラ
イ
堂
に
行
く
日
A

を
過
ご
し
て
い
た
様
で
す
。
何
せ
話
題
も
豊
富
な
ら
、
酒

肴
も
注
文
し
て
す
す
め
て
く
れ
る
、
私
が
不
思
議
に
思
い
、
何
で
古
本
屋
の
二
階
に
下

宿
を
と
の
問
い
に
、
笑
い
な
が
ら
、
古
書
が
た
だ
で
読
め
る
と
申
さ
れ
る
。

大
東
亜
戦
に
入
る
と
、
仲
間
と
協
議
し
祖
国
朝
鮮
に
戻
り
、
何
度
か
同
志
と
会
合
の

後
、
満
州
入
り
を
し
、
毛
沢
東
の
指
揮
下
に
入
り
、
学
校
を
卒
業
後
、
私
は
中
支
那
に

派
遣
さ
れ
た
の
で
す
と
、
私
が
何
で
可
様
な
生
き
方
を
の
問
い
に
、
彼
は
私
達
に
は
之

依
り
他
に
道
は
無
い
と
、
当
時
の
私
に
は
不
思
議
な
話
を
聞
く
様
な
れ
ど
、
己
の
知
識

う
。
又
、
之
か
ら
の
日
本
は
土
地
が
上
が
り
ま
す
よ
。
だ
が
、
下
る
時
が
来
ま
す
。
之

つ
づ
い
て
之
依
り
、

一
般
民
間
人
の
引
き
揚
げ
が
始
ま
る
の
で
、
陣
地
は
其
の
ま
ま
死
一
大
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軍
に
依
る
被
害
は
更
A

な
し
。

探
す
方
も
事
前
に
気
付
き
、
重
点
的
に
行
わ
れ
引
き
上
げ
ら
れ
る
。

す
る
。

か
ら
の
日
本
は
大
変
で
す
よ
。
」
私
を
愛
し
む
様
な
眼
差
し
で
語
り
か
け
て
く
る
彼
゜

そ
れ
よ
り
、
私
如
き
一
兵
士
を
、
親
切
に
も
て
な
し
て
く
れ
た
彼
を
、
私
は
敬
意
と
好

此
の
日
よ
り
半
月
程
の
間
自
由
な
日
A
な
る
が
、
敗
戦
の
規
律
が
申
し
渡
さ
れ
、
次

第
に
窮
屈
な
日
A

と
な
り
ゆ
く
中
に
、
武
器
は
中
国
側
に
押
収
さ
れ
、
捕
虜
収
容
所
も

日
常
は
、
運
動
目
的
に
て
道
路
工
事
、
其
の
他
の
作
業
に
従
事
す
る
。
だ
が
、
心
の

中
に
は
引
き
揚
げ
の
は
や
る
気
持
ち
が
優
先
す
る
。
収
容
所
生
活
と
は
い
え
、
中
国
軍

に
よ
る
脅
威
を
感
ず
る
様
な
事
も
な
く
、
食
料
の
一
端
に
と
揚
子
江
に
て
の
魚
の
取
得
、

又
、
豚
舎
等
が
あ
る
も
、
食
に
依
る
不
足
は
何
と
な
く
佗
び
し
く
、
酒
類
は
今
迄
と
は

違
い
、
不
自
由
に
な
れ
ば
、
致
し
方
な
く
、
固
型
燃
料
を
二
度
程
蒸
留
さ
せ
、
之
に
少

量
の
砂
糖
と
茶
を
入
れ
て
、
呑
む
と
ホ
ン
の
少
量
に
て
も
ほ
ろ
よ
い
気
分
と
な
る
。
後

此
の
時
、
不
審
番
と
仲
間
が
手
を
結
ぶ
様
に
な
る
。
さ
れ
ば
倉
庫
内
の
食
料
が
目
立
っ

て
減
る
の
で
、
班
内
一
斉
検
査
を
行
う
も
、
大
体
が
豚
舎
に
穴
を
堀
り
隠
匿
を
図
る
も
、

可
様
な
日
ヽ
に
も
何
時
と
は
な
く
、
引
き
揚
げ
の
話
が
流
れ
、
二
月
初
旬
、
揚
子
江

を
舟
に
て
南
京
迄
下
り
、
汽
車
に
て
上
海
に
着
き
、
帰
国
船
に
乗
船
す
る
事
な
れ
ど
、

実
際
に
は
思
う
様
に
い
か
ず
、
四
月
に
な
っ
て
も
上
海
に
い
る
有
様
な
れ
ば
、
途
中
に

於
て
、
事
の
他
変
わ
り
た
る
珍
事
が
待
ち
受
け
る
な
り
。
只
、
之
丈
の
事
に
て
、
中
国

最
後
の
宿
舎
と
な
っ
た
の
は
、
新
市
街
地
に
あ
る
新
し
い
図
書
館
に
て
、
こ
の
豪
華

さ
は
筆
舌
に
は
語
り
得
な
き
が
、
暖
房
も
な
け
れ
ば
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
床
に
身
を
ひ
そ

め
て
待
つ
つ
ら
さ
は
、
正
に
無
情
な
り
。
時
々
、
交
代
に
て
食
糧
を
運
び
に
出
る
も
、

四
月
士
二
日
明
日
と
の
話
に
て
、
身
の
廻
り
を
整
え
、
乗
船
場
の
近
く
に
て
、
中
国

側
よ
り
最
後
の
検
査
を
受
け
る
。
検
査
と
は
名
の
み
の
事
に
し
て
桟
橋
を
渡
り
、
帰
国

船
上
の
人
と
な
る
。
船
は
、
米
国
の
上
陸
用
船
艇
に
て
、
横
ゆ
れ
が
あ
り
、
船
員
よ
り

注
意
と
同
時
に
食
事
が
出
る
。
船
の
旅
、
島
か
げ
を
見
つ
つ
一
夜
を
船
に
て
過
ご
し
、

待
ち
受
け
る
婦
人
会
の
人
達
よ
り
、
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
と
に
ぎ
り
飯
、
茶
を
接
待
さ

れ
、
一
休
止
の
時
、
自
宅
迄
の
切
符
を
貰
い
、
又
、
乗
車
前
に
は
米
兵
に
依
る

D
D
T

の
消
毒
を
受
け
る
。
之
よ
り
は
自
宅
に
近
い
仲
間
達
と
汽
車
に
乗
る
も
、
満
席
に
て
座

る
処
も
な
い
の
で
、
荷
物
を
椅
子
替
わ
り
に
し
、
話
し
を
し
な
が
ら
の
道
中
と
な
る
。

広
島
を
通
る
時
見
た
光
景
は
、
何
か
想
像
を
絶
す
る
莫
大
な
力
に
依
り
、
む
し
り
取

ら
れ
た
る
様
な
気
が
す
る
。
何
と
無
残
な
出
来
事
な
の
か
。
時
折
、
車
内
に
臨
時
検
査

関
西
路
よ
り
関
東
路
に
入
る
と
、
混
雑
が
一
層
は
げ
し
く
な
り
、
友
と
は
な
れ
る
時

東
京
駅
に
着
い
た
の
は
昼
頃
な
れ
ば
、
一
緒
に
な
り
連
れ
立
っ
て
ど
う
に
か
最
終
目

的
駅
に
辿
り
つ
き
、
友
と
別
れ
何
と
か
家
に
戻
る
と
、
食
料
不
足
に
て
、
持
ち
か
え
り

し
食
は
家
族
の
食
料
と
な
る
。
そ
れ
で
も
足
り
ぬ
の
で
、
数
日
後
、
農
家
の
友
を
尋
ね
、

わ
け
て
貰
い
食
い
つ
な
ぐ
有
様
な
り
。
可
様
な
事
に
て
は
、
お
先
真
っ
暗
と
私
は
提
案

今
、
市
役
所
に
於
て
、
習
志
野
に
あ
る
も
と
軍
用
地
を
開
拓
農
家
と
し
て
募
集
中
な

れ
ば
、
親
の
同
意
が
得
ら
れ
れ
ば
入
植
で
き
る
の
だ
と
、
私
の
提
案
に
対
し
、
親
兄
弟

揃
っ
て
反
対
。
か
く
な
る
う
え
は
と
、
闇
屋
に
精
を
出
す
も
、
資
本
も
ま
ま
な
ら
ず
、

仕
入
れ
先
も
其
の
場
か
ぎ
り
の
状
況
に
て
、
駅
の
手
入
れ
列
車
内
の
手
入
れ
を
く
ぐ
り

も
あ
る
が
、
駅
に
て
す
い
た
時
は
又
逢
う
。

の
不
足
は
、
何
と
い
っ
て
も
食
糧
な
り
。

が
あ
れ
ど
、
調
べ
る
よ
り
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
が
か
か
る
。

我
A

に
て
建
設
し
収
容
所
生
活
が
始
ま
る
。

博
多
に
着
い
た
の
は
昼
頃
と
な
る
。

意
、
之
は
終
生
忘
れ
る
事
は
な
い
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
床
よ
り
大
地
の
方
が
暖
か
い
。
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ど
う
に
か
落
ち
着
い
た
頃
、
廻
り
の
人
の
す
す
め
も
あ
り
元
の
大
工
に
戻
り
、
三
年

後
、
妻
に
恵
ま
れ
二
年
後
、
子
供
が
産
ま
れ
る
様
に
な
っ
た
の
で
、
親
よ
り
は
な
れ
、

私
達
の
独
立
が
始
ま
る
も
、
皆
様
の
好
意
に
依
り
生
き
抜
け
て
来
た
と
思
う
。

土
地
も
最
初
の
頃
は
、
欲
を
持
つ
人
は
い
な
い
状
況
に
て
、
真
夏
も
冬
も
働
く
事
の

み
気
を
配
り
、
間
借
り
生
活
よ
り
、
狭
い
な
が
ら
の
我
が
家
と
希
望
は
満
た
さ
れ
る
。

様
す
す
め
る
も
、
彼
等
は
、
土
地
は
求
め
得
難
き
代
物
で
は
な
い
と
の
考
え
が
、
心
の

有
為
転
変
の
人
生
も
、
年
令
と
共
に
落
ち
着
か
ざ
る
を
得
な
い
様
に
な
り
、
求
め
て

あ
っ
た
処
に
居
住
す
る
様
に
し
、
作
業
所
も
併
用
し
て
使
え
る
様
に
と
建
設
す
る
。

此
の
頃
依
り
、
廿
年
に
中
国
で
教
わ
り
た
る
事
を
考
え
始
め
る
も
、
勉
強
に
入
る
に

は
、
何
処
よ
り
思
考
を
始
め
れ
ば
良
い
か
人
に
問
う
て
も
、
話
の
糸
口
さ
え
も
解
ら
ぬ
。

だ
が
、
時
の
流
れ
は
、
彼
の
言
う
通
り
の
様
な
気
が
し
て
な
ら
ぬ
。
当
時
の
仲
間
な
ら
、

誰
か
手
伝
っ
て
く
れ
る
人
も
い
る
や
も
し
れ
ぬ
と
、
初
回
の
戦
友
会
を
発
会
さ
せ
、
皆

に
発
表
し
意
見
を
聞
き
た
い
。
只
、
そ
れ
丈
の
思
い
に
て
、
初
回
の
戦
友
会
を
開
く
べ

＜
封
書
に
て
出
す
と
、
当
時
の
に
お
い
の
仲
間
が
集
ま
り
、
現
在
の
自
己
紹
介
等
、
賑

や
か
に
過
ご
す
中
、
頃
合
い
を
見
、
終
戦
時
の
話
に
ふ
れ
、
皆
に
答
え
の
一
端
を
求
む

る
も
無
な
り
。

致
し
方
な
く
以
後
は
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
の
影
響
な
ど
な
ど
あ
れ
ど
、
あ
る
時
、
妻
の

す
す
め
も
あ
り
、
一
緒
に
近
く
の
図
書
館
の
門
を
初
め
て
く
ぐ
る
。
館
内
を
探
す
内
、

目
に
止
ま
り
た
る
本
が
あ
り
、
其
の
場
で
読
む
も
内
容
が
あ
り
、
借
り
出
し
て
の
読
書

は
文
章
丈
に
て
全
体
の
把
握
と
な
る
と
、
大
工
の
本
と
同
じ
に
て
、
現
点
は
近
づ
け
ば

近
づ
く
程
、
離
れ
て
い
く
様
な
気
が
す
る
。

中
、
支
配
し
て
い
た
様
で
あ
り
、
求
め
さ
せ
る
迄
の
苦
労
は
頭
痛
の
種
な
り
。

土
地
も
、
先
行
き
の
為
に
と
求
め
る
。

一
緒
に
働
く
仲
間
た
ち
に
も
、
土
地
を
求
め
る

抜
け
、
我
が
物
と
す
る
迄
は
、
誠
に
悪
戦
苦
闘
な
り
。

生
し
得
た
人
は
、
い
な
い
と
思
え
る
丈
の
事
と
思
う
。

考
の
持
ち
合
わ
せ
は
。

急
い
で
は
無
理
な
り
と
、
発
行
元
に
問
い
合
わ
せ
身
近
に
置
く
。
時
折
の
読
み
直
し

そ
れ
依
り
、
無
学
に
等
し
い
私
が
可
様
な
事
に
熱
中
す
る
の
も
、
中
国
に
於
て
彼
の

情
に
ふ
れ
た
故
に
他
な
ら
な
い
。
妻
よ
り
の
忠
告
と
愛
情
、
之
が
今
の
私
の
支
え
な
り
。

人
生
と
は
、
親
の
愛
情
に
目
ざ
め
た
者
は
、
懸
命
に
努
力
し
、
人
生
を
前
に
進
む
べ

く
思
っ
。
人
生
の
基
は
親
の
愛
な
り
。

之
依
り
私
が
申
す
事
と
は
言
え
、
遺
漏
も
あ
ろ
う
。
さ
れ
ば
諸
兄
の
叱
正
を
得
度
。

日
露
戦
争
以
後
、
欧
州
社
会
は
未
来
に
向
う
為
、
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
転
換
期
に
入
る

故
に
、
工
作
機
械
に
依
る
生
産
は
停
止
さ
れ
、
失
業
者
相
次
ぐ
中
、
道
路
工
事
に
依
り

救
済
を
行
う
も
、
我
が
国
に
て
は
石
油
が
な
い
。
故
に
、
次
第
次
第
に
底
な
し
の
如
き
、

る
も
一
部
の
事
に
し
て
、
他
は
不
況
の
嵐
の
真
っ
只
中
な
り
。
此
の
頃
東
北
よ
り
、
親

子
の
絆
を
切
ら
れ
、
犬
や
猫
の
如
く
売
ら
れ
て
い
く
婦
女
子
は
、
政
府
発
表
に
て
六
万

人
弱
と
あ
る
そ
れ
に
、
網
の
目
を
く
ぐ
り
売
ら
れ
し
弱
者
は
如
何
程
か
。
可
様
な
人
に

対
し
、
政
府
要
人
は
、
い
か
な
る
手
段
を
講
じ
得
た
か
、
又
、
彼
等
の
此
の
時
代
の
思

人
の
世
は
、
親
の
愛
に
依
り
育
つ
、
さ
れ
ば
、
ど
の
様
な
る
悪
条
件
を
も
乗
り
越
え
、

前
に
進
む
べ
く
努
力
す
る
。
之
が
、
社
会
を
押
し
進
め
る
も
と
に
な
る
と
思
う
の
だ
が
、

親
に
売
ら
れ
し
弱
者
に
、
待
ち
受
け
る
運
命
と
は
。
此
の
中
よ
り
、
人
の
愛
に
依
り
更

可
様
な
頃
、
時
の
内
閣
近
衛
首
相
が
、
日
本
は
之
よ
り
亜
細
亜
の
解
放
に
向
っ
て
立

ち
上
が
る
、
故
に
、
亜
細
亜
各
国
の
子
弟
は
、
日
本
に
留
学
す
る
様
呼
び
か
け
が
あ
り
、

多
勢
此
の
地
に
入
る
。
此
の
場
合
の
子
弟
と
は
、
王
公
の
子
弟
と
思
わ
れ
る
。
私
が
中

私
が
北
海
道
で
産
ま
れ
た
頃
、
関
東
大
震
災
が
あ
り
、

不
況
の
時
代
に
入
る
。

に
て
も
、

一
部
の
み
に
て
終
わ
る
。

一
時
な
が
ら
、
活
況
を
呈
す
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様
な
羽
目
と
な
り
、
次
第
に
、
敗
戦
へ
の
道
を
辿
り
行
く
。

に
於
て
、
孫
中
山
が
果
て
し
得
な
き
事
を
行
う
様
な
れ
ど
、
之
を
行
う
事
に
依
り
新
し

き
芽
が
吹
き
、
新
生
中
国
と
な
る
の
は
必
定
な
り
。
さ
れ
ば
、
何
と
し
て
も
満
州
入
り

を
果
た
さ
ね
ば
な
ら
ず
、
上
海
よ
り
の
侵
入
に
始
ま
り
、
抗
州
湾
上
陸
、
清
朝
政
権
有

す
る
軍
隊
と
の
戦
い
に
於
て
、
我
が
方
も
被
害
を
受
く
も
、
前
進
の
み
と
の
事
に
て
戦

う
有
様
な
り
。

満
州
に
於
て
は
、
新
政
権
の
樹
立
に
依
り
一
時
な
が
ら
、
中
国
は
軍
の
管
理
下
に
入

る
。
軍
は
、
南
支
に
向
い
、
植
民
地
の
解
放
を
武
力
に
依
り
行
い
つ
つ
、
次
第
に
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
に
至
る
も
、
此
の
時
、
先
進
国
依
り
和
平
の
す
す
め
が
あ
り
、
指
導
者
は
、

苦
し
み
抜
く
。

何
故
か
今
、
和
信
を
す
す
め
て
も
又
、
亜
細
亜
の
各
国
は
独
立
国
と
し
て
の
地
位
を

得
る
も
、
之
依
り
始
ま
る
で
あ
ろ
う
欧
州
社
会
の
資
本
攻
勢
に
依
り
、
其
の
足
下
に
信

伏
は
火
を
見
る
よ
り
明
ら
か
な
り
。
又
、
日
本
と
し
て
も
、
石
油
が
な
け
れ
ば
第
二
の

昭
和
恐
慌
に
向
う
よ
り
、
他
に
道
と
て
あ
ろ
う
か
、
後
に
下
れ
ば
、
あ
る
の
は
自
然
と

不
況
が
待
ち
受
け
る
様
に
し
て
、
前
に
進
め
ば
、
幾
多
の
困
離
が
待
ち
受
け
る
も
、
今

と
な
り
乾
坤
一
榔
、
遂
に
ア
ラ
ブ
社
会
に
入
る
。
だ
が
、
事
後
が
各
国
を
相
手
に
戦
う

私
が
中
国
に
出
兵
し
た
の
は
、
十
八
年
で
あ
り
、
中
国
と
の
関
係
は
敵
対
国
な
る
も
、

中
国
が
新
興
国
家
と
し
て
の
立
場
を
得
る
に
至
ら
ず
、
孫
中
山
が
募
り
し
同
志
の
一
員
、

毛
沢
東
が
、
国
内
統
一
に
奮
闘
中
な
り
。
今
、
日
本
が
兵
を
退
か
ば
、
北
よ
り
南
よ
り

の
侵
攻
も
あ
ろ
う
し
、
国
内
に
て
も
紛
争
も
あ
ろ
う
、
さ
れ
ば
、
隣
国
が
地
位
を
得
る

迄
は
、
致
し
方
な
き
儀
な
り
。

私
が
中
国
で
、
敗
戦
後
出
逢
い
し
朝
鮮
出
身
の
一
将
官
、
彼
の
親
に
も
勝
る
優
し
き

亜
細
亜
の
植
民
地
の
解
放
、
ま
ず
は
、
清
朝
政
権
を
倒
す
の
が
始
ま
り
な
り
。
過
日

心
根
に
ふ
れ
る
故
に
、
解
釈
に
挑
む
べ
く
心
掛
け
る
。
彼
の
国
と
て
、
中
国
と
の
関
係

は
、
昔
日
よ
り
親
子
（
シ
ン
シ
）
の
礼
を
保
つ
間
柄
な
れ
ば
、
今
此
の
時
、
彼
の
手
足

と
な
り
、
協
力
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

石
油
ほ
し
さ
に
、
各
国
を
相
手
と
し
敗
戦
し
た
日
本
に
、
先
進
国
は
、
協
調
精
神
に

て
、
石
油
を
輸
入
出
来
る
様
に
し
て
く
れ
た
も
の
と
思
え
る
。

い
に
し
え

土
地
が
上
る
と
は
古
よ
り
独
裁
政
治
に
て
、
次
第
に
覇
権
争
い
の
渦
中
武
家
社
会
と

な
り
行
く
、
昭
和
に
な
り
て
も
土
地
に
関
し
て
は
名
残
を
と
ど
め
、
彼
等
の
手
中
に
な

り
、
米
国
が
統
治
時
代
農
地
解
放
と
の
形
に
し
て
古
き
絆
を
解
き
放
す
。
次
第
に
地
価

の
上
昇
と
な
り
成
長
し
た
経
済
界
に
て
は
土
地
を
求
め
に
走
る
が
故
に
、
天
井
知
ら
ず

の
世
も
時
の
流
れ
に
は
抗
す
可
く
も
な
い
。
只
時
機
と
な
る
と
問
題
な
り
、
土
地
が
下

り
行
く
社
会
は
下
層
よ
り
活
況
が
薄
れ
行
き
次
第
に
不
況
に
向
い
行
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

国
と
し
て
は
低
開
発
国
の
援
助
を
行
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
石
油
を
求
め
し
時
の
義
理
も
あ

る
事
に
し
て
苦
し
い
状
況
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

さ
さ
や
き

私
達
が
中
支
部
に
在
中
の
時
八
路
側
よ
り
逃
亡
の
囁
が
最
初
は
美
女
を
用
い
て
後
に

は
階
級
に
て
流
れ
る
も
、
彼
等
は
学
び
の
中
に
終
戦
後
日
本
が
歩
む
道
程
、
世
界
史
に

於
て
の
道
を
切
り
啓
き
待
っ
て
居
て
く
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
将
官
の
言
葉
の
中
に

わ

け

共
産
独
裁
が
何
時
迄
続
く
理
由
が
な
い
だ
ろ
う
、
言
わ
れ
し
時
は
分
ら
ね
ど
今
に
し
て

分
り
始
め
る
。

の
高
値
と
な
り
行
く
。
今
よ
り
も
続
く
、
下
る
と
は
老
齢
化
社
会
の
到
来
な
り
。
何
時

従軍の記録

国
に
て
行
き
逢
っ
た
方
も
、
此
の
一
員
か
と
思
わ
れ
る
。
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